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H月H日(逮夜法要より)～16日(日中法要まで),

恩築地本願寺
夜初夜逮中日朝要法
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き続き0ooき続きQ36時

教布行動式敬帰教布要法
内
教
堂
布教布要法談5

5
御教布行動事行

堂木堂本堂本堂木堂本ホ法閏堂本所場

絵
き
御
と絵

偶
譜
引

饂
5
2
舗

式敬帰
昭

哩
・

宗
務
長
挨
拶

供影
去
師
作
大

日日

絵
き
御
齢

倶
譜
引

饂
5
2
鑓

式敬帰
昭

贖
・

法作師大讃奉
田
師

昭経寿
去
量
桐
無意

ト
・

相昭讃
儡
L
没月日2

絵
き
御
と
絵

式敬帰
昭

贖
・

法作讃事法土争
本
師

会
ラ

楽
コ

仰
劃
讃
法
法

祖
作
楽ト
・

相昭讃
倶
L
夜
事
初日3

絵
き
御
と絵

式敬帰
譲

囃
・

公
法作仏五

内
師・
鰯

譲6
9
・

公経陀
去
弥
作
阿意相譲

囃
・

公讃
倶日4

3
5
布
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2
一
通
団

細
信
六
き
伝
平

正
譜
引
御
奎

式敬帰き続き

御
親
教

御
俗
姓
拝
読

去
修
倒
親
類
御
文
住
広
‾御

‾
師

滓

ブ
ガ
バ
オ
イ
ル
ン
餞

譲公
去作儡ニ

意ト
師

相譲公讃
儡
L
夜
半
後日5

き
式
引
敬帰

穏挨長務

Ⅱ
法
主
親
様
修

報
作
閉
御

譲

囃
・

公行
億
儡
十
六

信
五日6

◎
築
地
本
願
寺
報
恩
講
、
善
巧
寺
で

は
十
一
月
十
三
臼
(
火
)
に
団
体
参
拝

を
行
い
ま
す
。
株
日

程
株

正
午
集
合

(
築
地
本
願
寺
本
堂
大
階
段
前
)

昼
食
(
お
斎
(
精
進
料
理
の
お
弁
当
)

午
後
士
一
時
四
十
五
分

楽
友
会
コ
ー
ラ
ス
～
ご
法
話
聴
聞

午
後
二
時

法
要
参
拝※
法
要
後
解
散

参
拝
懇
志

ニ
千
円
以
上
(
お
ひ
と
り
)

(
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

(
集
合
時
間
が
正
午
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
)

参
拝
ご
希
望
の
方
は
、
十
一
月
六
日
ま
で
に

芭
巧
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑬
善
巧
寺
報
恩
講
で
の
ミ
一
一
ミ
一
一
バ

ザ
ー
は
合
計
]
∞
》
①
③
①
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
本
願
寺
た
す
け
あ
い
募
金

を
通
じ
て
大
阪
府
北
部
地
震
災
害
義

援
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
カ
カカ

カ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!
・



◎
十
月
十
一
日
(
日
)
午
後
二
時～
四
時

於

善
巧
寺
本
堂
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み
ほ
と
け
会
月
例
会

堪
忍
袋

◎
十
二
月
二
日
(
日
)
午
後
一
時
半
～

二
時
半

結
婚
式
の
ス
ピ
I
チ
に
、
「
結
婚
生
活
に

大
事
な
三
つ
の
袋
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
お
袋
、

一
つ
目
は
給
料
袋
、
三
つ

目
は
堪
忍
袋
だ
そ
う
で
す
。
さ
て
皆
様
の
堪

忍
袋
は
ど
の
く
ら
い
入
り
そ
う
で
す
か
9

浄
土
真
宗
の
ご
門
徒
に
源
左
さ
ん
(
}
∞
酉

～
一
呂
o
)
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

報

た
。
源
左
さ
ん
は
「
わ
た
し
は
い
ま
だ
人
様

を
堪
忍
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
様
に

寺

堪
忍
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
」
と
仰
い
ま
し
た
。

ど

れ

だ

け

大

き

な

袋

を

こ

し

ら

え

て

も

番

い
ず
れ
は
満
杯
に
な
り
破
裂
し
て
し
ま
い

ま
す
。
大
事
な
堪
忍
袋
は
い
ず
れ
壊
れ
て
し

刊

ま
う
。
つ
ま
り
当
て
に
は
な
ら
な
い
と
吾
う

事
で
す
。
で
は
何
を
当
て
に
す
れ
ば
よ
い
の

月

で
し
ょ
う
か
ヮ

(
東
急
世
田
谷
線
宮
の
坂
駅
下
車
徒
歩
一
分
)

会
費
五
o
o
円

◎
善
巧
寺
報
恩
講
、
皆
様
の
お
か
げ
ぎ
持
ち

ま
し
て
今
年
も
無
事
円
成
さ
せ
て
頂
く
事

が
出
来
ま
し
た
。
地
方
で
は
、
「
お
取
り
越

し
」
と
言
っ
て
、
ご
自
宅
で
報
恩
講
を
さ
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
お
仏
壇
で

も
、
打
ち
敷
を
掛
け
お
供
物
を
飾
っ
て
報
恩

講
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
ご
縁
』

良
縁
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
良
き

縁
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
を
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。
「
縁
」
と
い
う
漢
字
の
語
源
は

衣

服

の

ふ

ち

に

ほ

ど

こ

し

た

装

飾

か

ら

来

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て

事
象
を
成
り
立
た
せ
る
「
間
接
的
原
因
」
と

い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
人
生
に
は
様
々
な
出
来
事

が

い

や

お

う

な

し

に

ふ

り

か

か

っ

て

き

ま

す
(
日
縁
)
が
、
そ
れ
を
ど
う
と
ら
え
る
か
に

よ
っ
て
、
悪
縁
に
も
な
り
、
良
縁
に
も
な
る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

※
例
会
は
毎
月
第
一
日
曜
日
で
す

ご講師は、住職が札幌

別院に勤務していた

頃からのご縁のお方、

山 口 依 乗 師 。 は る ば

る鎌倉からお越し頂

きました。
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